
補足資料

落札者決定について
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社会的要請評価優先方式
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（１） 社会的要請評価点が２０点以上の者のうち、

総合評価点が最も高い者を落札者とします。

（２） （１）の条件を満たす者がいない場合は、総

合評価点が最も高い者を落札者とします。

この場合、区は落札者に対して社会的要請

項目に係る取組の改善に向け指導を行います。



落札者決定順について
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同一事業者による受注は最大２校であることから、

同一事業者が複数の対象工事において第１順位と

なった場合は、次ページの「落札者決定順ルール」

により、落札者を決定します。

落札者決定順導入の目的
・事業者の受注機会の拡大
・円滑な学校改築事業の実施



落札者決定順ルール
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同時期に公告される学校改築事業２件のうち、

有効な価格札を応札した数が最も少ない対象工

事から落札者を決定します（ルール①）。なお、

有効な価格札の応札者数が同数かつ第一順位

者が同一の対象工事においては、予め提出した

落札希望順位に従い、落札する対象工事及び

落札者を決定します（ルール②）。
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同一の事業者が複数の対象工事において第１順位となったものがあるか確認します

第１順位者の落札希望順位を確認します（ルール②）

＜ない場合＞ ＜ある場合＞

応札者が最も少ない対象工事を確認します（ルール①）

【落札者決定 １校目】

＜応札者が同数かつ第1順位者が
同一の対象工事がない場合＞

＜応札者が同数かつ第1順位者が同一の対象工事がある場合＞

※ここでいう応札者は辞退・無効・不参加を除きます

社会的要請評価優先方式に基づき学校ごとの『第１順位者』を確認します

＜第1順位者が複数いない場合＞第１順位者を決めるくじ引きを行います

＜第1順位者が複数いた場合＞

各
対
象
工
事
の
第
1
順
位
者

が
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
ま
す

応札者が最も少ない対象工事の第１
順位者を落札者として決定します

第１順位者の落札希望順位が高い
方の対象工事を落札とします

落札者決定の流れ
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社会的要請評価優先方式に基づき２校目の『第１順位者』を確認します

１校目を落札した事業者の受注可能件数を確認します

受注可能件数を超えている場合、当該事業者は
以降の入札において無効となります

【落札者決定 ２校目】

落札者決定

＜第1順位者が複数いない場合＞落札者を決めるくじ引きを行います

＜第1順位者が複数いる場合＞



落札者決定例による説明
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ― ―

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

STEP１︓社会的要請評価優先方式に基づき社会的要請評価点が
20点以上か確認する

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例①落札者決定例①
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ― ―

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

STEP２︓社会的要請評価点が20点以上の者のうち、総合評価点が
最も高い者（第１順位者）を確認する

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例①落札者決定例①
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ― ―

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

STEP３︓複数の学校で第１順位になった事業者の有無を確認

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例①落札者決定例①

B事業者が2校で第1順位になっている
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ２番目 １番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

STEP４︓ルール①適用（応札者が最も少ない対象工事を確認）

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例①落札者決定例①

学校Ｙの応札者は1者で最も少ない



12

対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ２番目 １番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点 60点（落札）

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

STEP５︓応札者が少ない学校Ｙから落札者を決定

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例①落札者決定例①
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ２番目 １番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点 60点（落札）

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

STEP６︓ 1校目を落札した事業者の受注可能件数を確認

落札者決定例①落札者決定例①

Ｂ事業者は１校しか受注できないため、
次の入札は無効となる

無 効

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｙ受注のため、残りの受注可能件数は０となる



14

対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ２番目 １番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点 60点（落札）

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

STEP７︓社会的要請評価優先方式に基づき社会的要請評価点が
20点以上か確認する

落札者決定例①落札者決定例①

無 効

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｙ受注のため、残りの受注可能件数は０となる
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ２番目 １番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点 60点（落札）

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

STEP８︓社会的要請評価点が20点以上の者のうち、総合評価点が
最も高い者（第１順位者）を確認する

落札者決定例①落札者決定例①

無 効

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｙ受注のため、残りの受注可能件数は０となる
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ２番目 １番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点（落札） ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点 60点（落札）

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

STEP９︓残った学校Ｘの落札者を決定

落札者決定例①落札者決定例①

無 効

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｙ受注のため、残りの受注可能件数は０となる
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ２番目 １番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 ―

社会︓20点 価格︓32点 ― ―
○ ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

C事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
56点 ―

社会︓18点 価格︓38点 ― ―
× ― ― ―

落札希望順位 1番 ―

落札者決定例①落札者決定例①

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｙ受注のため、残りの受注可能件数は０となる

■結果

落札

落札
学校Ｙ落札
により無効
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ― ―

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

STEP１︓社会的要請評価優先方式に基づき社会的要請評価点が
20点以上か確認する

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ― ―

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

STEP２︓社会的要請評価点が20点以上の者のうち、総合評価点が
最も高い者（第１順位者）を確認する

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 ― ―

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

STEP３︓複数の学校で第１順位になった事業者の有無を確認

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例

B事業者が2校で第1順位になっている
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 1番目 1番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

STEP４︓ルール①を適用した結果、同数のため、ルール②を適用

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例

応札者数が同数かつ第一順位者が同一のため、
ルール②を適用する
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 1番目 1番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1

評価点
60点（落札） 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

STEP５︓第１順位者の落札希望順位に基づき、学校Xの落札者を決定

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例

B事業者は学校Xの方が希望順位が高い
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 1番目 1番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点（落札） 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

STEP６︓ 1校目を落札した事業者の受注可能件数を確認

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｘ受注のため、残りの受注可能件数は０となる

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例

Ｂ事業者は１校しか受注できないため、
次の入札は無効となる

無 効
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 1番目 1番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点（落札） 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

STEP７︓社会的要請評価優先方式に基づき社会的要請評価点が
20点以上か確認する

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｘ受注のため、残りの受注可能件数は０となる

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例

無 効
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 1番目 1番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点（落札） 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

STEP８︓社会的要請評価点が20点以上の者のうち、総合評価点が
最も高い者（第１順位者）を確認する

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｘ受注のため、残りの受注可能件数は０となる

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例

無 効
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 1番目 1番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点（落札）

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点（落札） 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

STEP９︓残った学校Ｙの落札者を決定

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｘ受注のため、残りの受注可能件数は０となる

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例

無 効
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対象校 学校X 学校Y
ルール①︓
応札者が少ない対象工事から決定 1番目 1番目

ルール②︓落札希望順位により決定
(応札者が同数かつ第一順位者が同一の場合) ― ―

A事業者
（JV）

受注可能件数※1︓2

評価点
52点 54点

社会︓20点 価格︓32点 社会︓22点 価格︓32点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

B事業者
（単独）

受注可能件数※1︓1※2

評価点
60点 60点

社会︓38点 価格︓22点 社会︓35点 価格︓25点
○ ― ○ ―

落札希望順位 1番 2番

※1 受注可能件数︓前年度における受注がないことを想定
※2 学校Ｘ受注のため、残りの受注可能件数は０となる

落札者決定例②落札者決定例②

※予め提出した落札希望順位が反映される例

学校Ｘ落札
により無効

■結果

落札

落札



＜参考＞学校改築事業における落札者決定の根拠について

＜江戸川区公共調達基本条例＞

（落札者決定基準）

第十七条 区長は、社会的要請型総合評価一般競争入札を行おうとするときは、あらかじめ、当該入札に係る申込みのうち、
価格及び特定公共事業基本計画に示された社会的要請の実現のための条件が区にとって最も有利なものを落札者とするため
の基準（以下「落札者決定基準」という。）を定めなければならない。

２ 区長は、落札者決定基準を定めるときは、特定公共工事の公共工事過程において、基本理念及び公共工事等についての
指針が最大限に実現されるよう配慮しなければならない。

３ 区長は、落札者決定基準を定めようとするときは、あらかじめ、江戸川区公共調達審査会の意見を聴かなければならない。

４ 区長は、社会的要請型総合評価一般競争入札を行おうとするときは、当該入札に係る落札者決定基準を公告しなければな
らない。

（落札者の決定）

第十八条 区長は、社会的要請型総合評価一般競争入札においては、落札者決定基準に基づいて落札者を決定しなければ
ならない。

２ 区長は、社会的要請型総合評価一般競争入札において落札者を決定するときは、あらかじめ、江戸川区公共調達審査会
の意見を聴かなければならない。

３ 区長は、社会的要請型総合評価一般競争入札において落札者を決定したときは、落札者の決定の理由及びそれに対する
江戸川区公共調達審査会の意見を公表しなければならない。
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入札説明書に掲載する「落札者決定基準」は、以下の条例に基づき定めています。


